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毎
月
扁
黒
戸
日
田
行
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　第第第
　り　 　一條私営、

京
都
暫
學
會
規
則

本
會
チ
京
都
餐
學
會
｝
細
…
ス

本
曾
ハ
廣
義
二
於
ク
ル
暫
學
ノ
研
究
及
翼
普
及
チ
以
テ
目
的
ト
ス

本
院
ハ
前
出
ノ
目
的
チ
蓬
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
塵
麺
チ
行
マ

毎
月
一
圓
研
究
會
チ
闘
〃

　
　
｝
、
毎
年
容
秋
二
圓
公
醐
講
演
會
チ
開
ク

　
　
一
、
毎
月
一
圃
雑
誌
『
暫
學
研
究
隔
テ
嚢
行
ス

第
四
峰
　
本
証
纂
務
所
チ
京
都
帝
國
大
學
丈
學
部
内
二
置
ク

第
玉
條
本
會
ノ
亭
業
チ
輕
警
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
員
チ
凱
ク

　
　
一
、
委
員
（
碧
干
名
）
京
都
帝
重
大
攣
丈
箪
部
暫
學
科
教
官
及
委
員
會
二

　
　
　
　
於
テ
惟
獅
櫨
剛
》
タ
影
一
戸
テ
以
テ
之
二
充
ツ

　
　
一
、
書
駝
（
一
名
）
委
負
會
昌
於
テ
囎
…
託
ス

第
六
鎌
　
本
會
ノ
趣
旨
二
養
同
ス
躍
者
ハ
何
人
ニ
チ
モ
倉
員
タ
ル
コ
ト
チ
得

　
學
校
、
回
書
館
、
敏
育
會
、
其
他
ノ
園
燈
ハ
其
園
胆
ノ
名
チ
以
テ
入
會
ス

　
ル
冒
｝
テ
鴛

第
七
鎌
　
會
員
ハ
倉
費
ト
シ
テ
年
四
三
四
給
鎮
、
葡
後
ご
期
二
分
チ
テ
前
納

　
ス
ベ
キ
磁
ノ
ト
ス

第
二
條
　
倉
員
ハ
本
會
ノ
賭
種
ノ
曾
合
二
爵
席
ス
即
コ
ト
チ
得
且
ツ
雑
騰
、

　
『
暫
學
研
究
』
ノ
蹴
付
チ
受
〃

第
九
像
　
本
心
規
脳
ノ
改
正
璽
更
ハ
委
風
會
ノ
決
麟
二
儀
鍬

京
都
哲
學
會
役
員

委
員

丈
學
士

丈
學
士

丈
學
博
士

丈
學
搏
士

丈
學
士

丈
學
士

丈
墨
搏
士

丈
撃
博
士

交
攣
樽
士

丈
學
博
士

丈
撃
博
士

丈
學
博
士

交
箪
博
士

丈
學
博
士

丈
箪
博
士

文
學
博
士

文
學
士

丈
攣
博
士
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勲記二

一
、
本
四
へ
入
會
山
廊
者
ハ
京
都
市
西
洞
院
七
竃
南
内
外
綴
版
株
式

　
會
鮭
内
京
都
哲
墨
會
宛
テ
ニ
規
定
ノ
會
費
（
前
衷
紙
裏
ニ
ア
サ
）

　
御
納
付
ノ
上
御
申
込
二
二
一
幅

一
、
曾
員
ユ
シ
テ
轄
居
入
退
會
等
（
編
麟
事
務
以
外
ノ
一
切
）
ノ
事
務

　
　
ハ
内
外
冊
販
株
式
嘱
望
内
京
都
哲
學
會
へ
御
麺
知
被
下
疫
候

一
、
倉
費
ハ
振
替
日
座
大
阪
養
O
究
山
ハ
三
暫
、
内
外
臨
版
橡
式
會
魁

　
晶
四
京
鞍
剛
哲
囲
麟
顎
脅
目
玉
テ
鴇
一
三
魏
岬
訊
…
被
下
度
四

一
、
本
誌
ノ
編
輯
二
關
ス
ル
通
信
及
紹
介
・
新
刊
書
・
寄
贈
難
誌
等
ハ

　
四
阿
テ
本
會
宛
テ
ニ
御
畿
逡
搬
下
渡
似

　　

@　

@　

@　

@
慧
開
三
富
東
漸
暫
高
州

文規定債定

⑤
會
員
に
あ
ら
ざ
る
購
讃
者
の
御
詫
文
及
び
譲
告
に
翻
す
る
件
に

　
　
内
外
出
版
謙
鋤
島
風
へ
御
申
込
下
さ
、
れ
度
候

⑨
　
本
誌
の
御
註
丈
に
す
．
へ
て
代
金
郵
税
共
前
金
に
て
御
逡
憐
り
下
さ

　
　
ろ
べ
く
候

◎
　
振
替
貯
金
に
て
御
遙
金
　
（
振
替
大
阪
三
二
洩
灘
翼
蕎
山
九
剛
晶

　
　
閣
番
東
京
護
鼻
翼
闇
番
）
内
外
撮
版
株
式
會
長
骨
に
願
上
候

◎
　
前
金
切
れ
の
揚
合
に
響
封
に
「
前
…
金
切
」
の
印
章
押
捺
致
す
べ
き

　
　
に
付
目
に
御
佛
込
下
さ
れ
度
候

◎
特
に
請
求
書
及
領
淫
書
等
な
目
す
る
揚
銭
に
一
堂
峯
鍾
御
節
付

　
　
下
さ
れ
度
候
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十
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年
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月
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五
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欄
納
本

大
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四
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一
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置
行
所
鯨
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韓
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京
都
悪
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大
融
融
二
部
内

編
戯
者
　
　
京
都
哲
學
同

宿
代
嚢
者
　
伊
藤
猷
典

獲
行
者
　
大
谷
仁
解
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
獄
魍
市
三
蝶
猶
碑
奉
酊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
入
　
五
＋
四
番

印
刷
者
　
須
磨
勘
兵
衙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
辮
市
北
小
鎗
簡
薪
窮
醤
入

印
棚
所
　

内
外
出
版
棟
式
円
融
印
刷
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
審
市
西
山
院
逗
七
條
市
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内
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版
樵
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掴
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央
阪
一
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一
九
三
一
番

　
　
　
　
東
宿

　
　
　
　
　
　
＝

｛ 本
　
灘

出
張
所

販
蟹
班

費
捌
所

京
都
市
下
京
幅
西
洞
院
通
図
題
南

東
京
市
京
橋
圏
加
賀
町
十
番
地

車
京
市
騨
満
卓
錦
町
一
ノ
一

（
東
京
）

　　　　
潮脚大
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内
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出
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「
薪最
糧
轄
同
磯
鑛
西
晋
一
郎
◇
勲
等
侃
太
郵
共
課四

ム
ハ
到
竿
臼
レ
％
漁
猟
頁

ば
』
ン
美
装

定
年
金
登
下
振
拾
銭

書
留
逡
料
金
拾
八
銭

　
本
書
は
米
國
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
大
壷
の
現
敏
授
ア
ド
ラ
i
博
士
著
「
結
婚
ご
離
婚
」
の
課
で
あ

っ
て
、
結
婚
、
離
婚
、
結
婚
の
空
想
及
理
想
の
三
部
よ
り
な
る
小
照
で
は
あ
る
ガ
、
世
の

所
謂
此
種
の
著
作
ご
は
異
な
り
、
高
遠
な
哲
理
ご
深
刻
な
洞
察
ご
現
姓
の
人
情
よ
り
、
結

婚
は
其
温
言
者
相
番
の
目
前
の
幸
輻
以
上
に
普
遍
的
な
あ
る
も
の
・
た
め
に
爲
さ
れ
た
優

れ
た
道
徳
的
仲
間
で
あ
る
こ
ご
を
論
題
・
し
、
更
に
離
婚
が
提
起
さ
れ
る
種
々
な
る
原
因
を

究
め
、
法
律
か
是
認
す
る
ご
否
ご
に
か
・
わ
ら
ず
、
離
婚
が
果
・
し
て
許
さ
る
べ
き
ゃ
否
や

を
解
明
し
、
そ
し
て
最
後
に
結
婚
の
空
想
ご
理
想
に
及
ん
で
配
遇
者
選
澤
の
動
機
、
夫
婦

三
園
猫
自
の
様
相
、
夫
婦
の
責
任
、
親
ご
し
て
の
義
務
、
特
に
家
庭
内
に
於
け
る
婦
人
の

務
、
肚
劇
的
使
命
へ
の
奉
仕
、
人
類
の
要
求
へ
の
忠
實
等
を
論
じ
で
居
る
、
故
に
結
婚
問
題

に
當
面
す
る
も
の
、
離
婚
に
苦
し
む
も
の
、
更
に
子
を
有
つ
親
、
性
愛
に
痘
疹
る
も
の
、

夫
婦
、
家
庭
、
夫
婦
の
別
居
等
の
藁
の
意
義
ご
便
値
ご
を
知
ら
ん
こ
す
る
者
に
封
し
て
は

可
成
有
盆
な
何
物
か
を
提
供
す
る
で
あ
ら
う
。
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